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み
な
が
き
れ
い
い
ち

一
八
一
九
（
文
政
二
）
年
十
月
南
小
柿
寧
一
が
作
成
し
た

《
て
人
し
ん
１

『
解
剖
存
真
図
」
が
、
二
○
○
三
年
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

た
。
「
こ
の
解
剖
学
上
の
事
業
は
格
別
の
努
力
で
も
た
ら
さ
れ
た

の
で
、
大
い
な
る
称
賛
を
受
け
る
に
値
す
る
」
と
い
う
シ
ー
ボ

ル
ト
の
推
賞
文
は
本
図
の
真
価
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
慶
應

義
塾
大
学
が
所
有
す
る
原
図
は
一
九
二
五
年
下
谷
の
文
行
堂
書

店
か
ら
購
入
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
桂
川
甫
賢
の
所
蔵
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

本
図
の
作
者
南
小
柿
寧
一
と
そ
の
家
系
に
つ
い
て
は
、
一
九

三
一
年
田
辺
密
蔵
の
て
ん
城
温
故
会
誌
第
六
回
報
告
以
外
知
ら

れ
ず
、
他
の
記
述
に
は
誤
り
が
み
ら
れ
る
。
私
は
昭
和
二
十
年

代
か
ら
南
小
柿
家
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
資
料
も
一
九
八
八
年

及
び
最
近
再
び
み
る
こ
と
が
で
き
、
現
所
蔵
者
の
南
小
柿
由
巳

10

南
小
柿
寧
一
と
そ
の
家
系

石
原
力

賛
育
会
清
風
園
診
療
所

第
二
清
風
園

子
氏
か
ら
発
表
に
つ
い
て
の
御
諒
承
も
え
ら
れ
た
。

現
在
あ
る
書
簡
や
写
本
、
そ
の
他
の
文
耆
の
中
で
は
、
寧
一

の
父
要
仙
の
提
出
し
た
「
親
類
書
」
の
下
書
き
が
、
家
系
を
知

る
の
に
は
最
も
有
用
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

①
斎
藤
官
七
ｌ
②
（
斎
藤
）
官
左
衛
門
…
③
南
小
柿
要
仙
ｌ

④
甫
祐
寧
一
：
。
⑤
甫
祐
宗
宅
ｌ
⑥
宗
宅
洲
吾
ｌ
⑦
四
郎
ｌ
③
正

光
Ｉ
⑨
和
光

斎
藤
官
左
衛
門
か
ら
淀
藩
家
臣
と
な
り
、
南
小
柿
姓
へ
の
改

姓
を
願
い
出
て
、
一
七
八
○
（
安
永
九
）
年
五
月
二
一
日
要
仙

の
と
き
許
可
さ
れ
た
。
伝
承
で
は
先
祖
は
斎
藤
道
三
の
孫
竜
興

こ
か
き

の
家
老
と
い
わ
れ
、
稲
葉
山
城
が
落
城
し
た
と
き
小
柿
へ
逃
げ
、

そ
の
南
に
隠
れ
住
ん
だ
の
で
南
小
柿
と
な
っ
た
と
い
う
。
小
柿

も
シ
一
寸

は
同
家
で
は
現
在
岐
阜
と
大
垣
の
間
の
本
巣
市
小
柿
と
し
て
い

さ
人
た

る
が
、
兵
庫
県
三
田
市
小
柿
説
も
あ
る
。
「
親
類
書
」
に
は
本
図

近
江
、
ま
た
、
「
祖
父
官
七
、
江
州
南
小
柿
村
罷
在
し
処
六
十
五

町
つ
し
」
・
う

年
己
前
病
死
」
と
あ
り
、
滋
賀
県
栗
東
市
小
柿
の
確
度
が
高
い
。

ミ
ナ
ミ
コ
ガ
キ
が
い
つ
ミ
ナ
ガ
キ
に
な
っ
た
か
は
不
明
（
正
光

氏
）
。
洲
吾
よ
り
は
前
で
あ
ろ
う
。
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①
官
七
は
一
七
三
○
（
享
保
一
五
）
年
没
。
②
官
左
衛
門
は
一

七
四
一
（
寛
保
元
）
年
稲
葉
正
益
の
と
き
淀
藩
藩
士
と
な
り
、
翌

年
岡
本
金
太
夫
御
先
手
組
に
勤
め
御
菓
子
方
見
習
に
始
ま
り
、
四

八
年
定
江
戸
勤
、
最
後
は
御
供
小
姓
、
八
石
三
人
扶
持
ま
で
出
世

し
て
、
八
○
（
安
永
九
）
年
病
没
。
③
要
仙
は
五
九
（
宝
暦
九
）

年
竹
沢
喜
三
右
衛
門
の
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
妻
は
相
田
作

兵
衛
娘
で
亡
く
な
っ
た
後
、
継
妻
は
樫
尾
桃
三
郎
姉
で
あ
る
。
七

六
（
安
永
五
）
年
外
料
（
科
）
心
懸
に
付
き
扶
持
方
二
人
分
、
翌

年
十
二
月
立
座
小
役
人
医
、
そ
の
後
御
番
医
師
と
な
り
、
九
八

（
寛
政
一
○
）
年
十
五
石
三
人
扶
持
と
な
っ
た
が
、
「
混
合
候
虚
勝

手
」
仰
付
け
ら
れ
、
翌
年
六
月
二
五
日
病
気
の
為
隠
居
し
、
黙
仙

と
改
名
。
寧
一
よ
り
長
生
し
た
が
没
年
不
明
。

④
寧
一
は
要
仙
の
嫡
男
で
一
七
八
五
（
天
明
五
）
年
江
戸
に

生
ま
れ
、
幼
名
芳
太
郎
、
通
称
甫
裕
（
日
本
洋
学
編
年
史
の
良

祐
は
誤
り
）
、
字
清
人
、
号
西
崖
、
弟
次
郎
作
と
妹
が
い
た
。
九

九
年
六
歳
で
家
督
を
相
続
、
御
医
師
並
の
九
石
四
人
扶
持
を
与

え
ら
れ
た
。
一
八
○
一
（
享
和
元
）
年
桂
川
甫
周
よ
り
甫
祐
の

名
を
頂
い
て
い
る
。
「
存
真
図
』
で
は
祐
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

「
親
類
書
」
の
署
名
に
は
裕
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
祐
の
箇

所
も
あ
り
、
甫
裕
と
断
定
は
で
き
な
い
。
○
五
（
文
化
二
）
年

六
月
桂
川
に
寄
宿
、
稽
古
料
年
に
三
両
宛
を
与
え
ら
れ
、
○
九

年
三
月
退
塾
帰
宅
。
一
一
年
五
十
石
、
一
六
年
八
十
石
、
一
八

年
（
文
政
元
）
年
百
石
、
二
三
年
三
九
歳
で
百
三
十
石
と
異
例

の
迅
速
加
増
は
彼
の
非
凡
と
藩
の
期
待
を
物
語
っ
て
い
る
。
日

一
で
』
勺

本
橋
西
の
居
宅
は
楚
蘭
堂
と
称
し
、
多
く
の
門
人
に
解
剖
学
を

講
義
し
た
。
二
○
年
一
二
月
二
五
日
娘
ミ
キ
が
誕
生
。
二
四
年

二
月
中
旬
よ
り
病
気
療
養
し
た
が
、
二
五
（
文
政
八
）
年
三

月
七
日
四
一
歳
で
病
没
。
十
日
付
で
相
田
作
兵
衛
か
ら
届
出
さ

れ
た
。
大
槻
玄
沢
の
『
重
訂
解
体
新
書
」
附
図
の
原
画
を
書
い

た
が
、
没
後
出
版
さ
れ
た
。
菩
提
所
は
築
地
本
願
寺
地
中
善
久

い
こ
ひ
勺

寺
で
、
震
災
後
足
立
区
東
伊
興
四
’
一
一
’
一
に
移
っ
た
。
墓

に
は
先
祖
「
代
々
之
墓
」
と
あ
り
南
小
柿
の
字
は
み
ら
れ
な
い
。

⑤
宗
宅
は
三
一
年
養
子
と
し
て
入
り
甫
祐
名
跡
相
続
、
甫
賢

の
弟
子
と
な
る
。
そ
の
筆
写
本
が
残
っ
て
い
る
。
六
六
年
逝
去
。

⑥
洲
吾
は
四
五
年
二
月
五
日
出
生
。
初
め
宗
宅
を
称
し
、
跡
目

相
続
、
番
医
と
な
っ
た
が
、
明
治
七
年
洗
礼
を
受
け
、
後
牧
師

と
な
る
。
七
八
年
二
月
一
四
日
没
。


